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【背景・目的】近年、生物活性が

未解明なポリエンマクロラクタム

類の単離、構造決定が多数報告さ

れている。Niizalactam C (1) は 2

種の放線菌の共培養 1)により、

sceliphrolactam (2) は昆虫内生菌より得られるポリエンマクロラクタムであり、2
は平面構造のみ報告されている 2)。これら２つの化合物の化学的相関関係と生物活

性の詳細を明らかにするため、1の前駆体を 2と仮定し、1と同様の立体化学を有

する 2の合成と 1への変換を計画した。 

【方法・結果】2は、光・熱・酸に不安定であると報告されている。そのため、合

成終盤では、温和な条件での大員環形成や官能基変換・保護基の除去が必要とさ

れる。このことから、3, 4, 5の 3つのフラグメントを設定し、温和な条件での 2の
合成を目指した。本年会では、各種フラグメントの合成と、合成終盤でのマクロ

ラクタム化を志向したアシルケテン前駆体を用いた検討結果について報告する。 
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